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琉球列島に生息するイモリ類の分子系統地理

富永篤（種の多様性研究グループ）

分子系統地理とは

これまでの研究成果の.搭横に''１畠い、琉球列

島に催恩する|鑑上動物の各川各術崎のｌｌｈｌ体

群間の遊伝''１tI分化や分蹴学的な関係はかなり

解Iﾘ]された。しかし、！『&や,洲ルの1人](|jでの遮

伝的変異や地理的な分化パターンについてま

では多くの動物で１－分にii1iMLfさｵｰ'ておらず、

島内や諾｜島内での多様化の臓史、分ｲii域の変

遷についてはほとんどの繩で不I1jlである。簸近、

解析技術の進腱で多くのサンプルを解析に11｜

いることが可能になり、また解析手法も発達

したことにより、地域間の遺伝的な分化と1,11

体群ごとの遺伝子願度に関する|,ｻﾞ報に、各遺

伝子型の地Ｉｌｉｌ的分布パターンに閲する情報を

加えて、分布の変遷の歴乢進化史を惟定す

る分子系統｣雌'11学のm1;究が蝋んになってきた。

そこで、私はこうしたＩＤ|:究猴法をⅢいて琉球

列島に固有のイモリ類の多様化の雁史、分Ｉｌ１ｊ

の変遷を探る1ﾘﾄ究をおこない、琉球列島の|雄

_'二動物の多様化のlliif山についてｊＩｉｉ解を深めた

いと考えた。

推定された。また各IiW体聯で遺伝的多.厳性を

比【鮫した紬果、#'１１繩群内では'１１北部の個体群

の多,様,１１kがi聞く、これらの地域に固有の系統

もいくつか見られること、南部や離島の個体

||樅は－|縦に多様Ｉ化が低く、ｌｉＭ~の系統も見ら

ｵｌないことがIU1らかとなった。これらのこと

から南部と雛！;ｈのlllil体Ｈｆは、’１.北部から南部、

離島に分ｲiiを拡大した''1先系統に由来する可

能性が,繭く、このことはｉｌｌｌ縄島南部が－度海

に沈んだというi｢I1MlMiM』の地史ともよく符合した。

奄美ＩｌＷ１では、識,島の1'１部地域で遺伝的多

様性がi噺いこと、広い範DMでｊＬｌｉ伝子流動が生

じたことが推定された。また加計呂麻島、譜)的、

与路,島の各個作排の過Izi的構造は対照的で、

､,,計呂麻島のＩ１ｉ１体聯は複数の異なる系統を含み、

諸島のlMil体群はlrT1-の系統から織成されるが

|:ＩＩＩＩ有の複数の世低子型を含み、与路島の個体

聯は単一の遺伝jxJ1l1からNi減さｵ'ていた.系

統地Ili1解析の総1M:、これら３J1》のある恋美諸

ﾊﾟli南ljLiWljでは.|Ｍ１的ll1IiljWlにＩ)|くう制限された遮

LLｽ子流動が蝋繁に生じたことが推定され、そ

うした'１/il体鮮Ｉｌ１Ｉの辿伝的交流と、島の地形や

位霞的な状ﾙilが３’１ﾄﾞﾙのlMl休昨の異なる週.伝的

榊造をイミじさせた可能性が筒いと考えられた。

本年度はイボイモリについても同様の調査を

進め、２iliiiの多様化の臓史、分布域変遷史の

比鮫を行いたいと考えている。

琉球列島に生息するイモリ類

琉j求列島にはシリケンイモリ（(ｊＷＬｗｗｒｒｉｌ１的Ｉ：
図ｌ）とイポイモリ（ﾉﾀ(ﾙﾉ"”"0〃′'ﾉ'ｲｨｨﾘ:ｗｌｊ：

図２）の２種が分布する。Ｉ１１ｌｉ背とも贈美i諦島

と沖縄諸島の固有極で、他の両生顛と同じく

海を越えた分散は難しく、移動能力も低いため、

系統地理学の研究題材として而口い動物である。

昨年度はシリケンイモリの系統地理学的研

究を中心に行い、遮伝的多様W|:の形成過ハ!、

分布域の変遷について'１ｔ定を行った。奄美諸

島と？｢|:,縄諸島の45地点から得らｵ1たＤＫＡサン

プルの造,伝的解析を進め、系統地I1l11Wi1折を行

った結果、先行(U｢究とIT7IMfに本繩は各瀦1蹄に

対応する２群（奄美|鵬↑'''１MＭﾄﾞ）に火別さｵ1た゜

||樅|ﾉﾘでの分化程l葵は沖jWM#の方が人きく、ｉｌｌ１

縄僻はさらに2111iil『に分けらオ1ることが[ﾘＩら

かになった。沖細lﾉﾘの21111群はill1組,1論の-化部

で分布を重ねており、lilliiAjfの中ｌｌｌｊ１ｌ１９な形質状

態を示す遺伝子型を持つⅢj１体は）iLられないこ

とも|り]らかとなった。一方、iWi足的に行った

アロザイム分析や１１珍態比!'嘘、生態調査では２

唖鮮は検出されなかった。これらのことから

沖純諸,島の２亜群は分布城の分断により異な

る場所で分化した後に２次的に分布を【Kね、

現在は一つの任意交配集｢11を形ﾙ|としていると

１
．
Ｒ

h－＄

ユ

電

露

図1．沖縄島産のシリケンイモリ

図２．沖縄島産のイポイモリ
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